
本市を訪れたことがない人に「今度四日市へ行くんだけど」と言
われたときに、どのようなものを紹介しますか。私たち自身が四
日市のいいところを知っていれば、本市にしかない観光資源や
魅力を伝えやすいですよね。
四日市に詳しい人も、そうでない人も、四日市に来た人に自信
を持って紹介できるお薦めスポットについて、一緒に考えてみま
せんか。

伊坂ダムサイクルパーク伊坂ダムサイクルパーク

ばんこの里会館ばんこの里会館

そらんぽ四日市そらんぽ四日市

茶室「泗翠庵」茶室「泗翠庵」

かぶせ茶カフェかぶせ茶カフェ

四日市けいりん四日市けいりん
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文化遺産文化遺産

ちゃんねるよっかいち市民リポーター
神田亜弥乃さん（左）、宮﨑恵さん（右）
ちゃんねるよっかいち市民リポーター
神田亜弥乃さん（左）、宮﨑恵さん（右）

稲垣さん一家稲垣さん一家
ちゃんねるよっかいち市民リポーター

中西葉子さん
ちゃんねるよっかいち市民リポーター

中西葉子さん

　室町時代に毎月「四」の付く日に定期市が開かれていたことから「四日市」の名前が付き、江戸時代には東海道
４３番目の宿場町として栄えました。経済成長の過程で四日市公害が発生しましたが、市民・企業・行政が一体と
なって環境改善に取り組み、きれいな青空を取り戻しました。人・物が行き交うまちとして発展し続けており、歴史、
自然、文化遺産、名産品など、さまざまな魅力があるのが、四日市のいいところです。

　四日市のお薦めスポットを紹介するために、３つのグループの皆さんに協力していただきました。次ページから始
まる「よっかいちお薦めツアー」、皆さんも一緒に旅行している気分を味わってみてください。

　「四日市」という名前の
由来になった定期市は、
現在11カ所で開かれてい
ます。江戸時代の面影を
残す東海道は、今でも多
くの人が散策しています。

　もみじ谷や宮妻峡、市
内最大の総合公園であ
る南部丘陵公園など、四
季折々の自然を楽しめる
スポットがたくさんあり
ます。

　日本一大きなからくり
人形である「大入道山車」
や、ユネスコ無形文化遺
産「鳥出神社の鯨船行事」
など、世界に誇れる文化
がたくさんあります。

　生産量日本一を誇るか
ぶせ茶や、四日市萬古焼
などの地場産品のほか、
ご当地グルメとして注目
を集める四日市とんてき
などがあります。
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◀「ダムの喫茶店」で
は、モーニングサービ
スなどを用意しており、
自然を感じながら休憩
することができます。

▲新茶の時期限定「新
芽の天ぷら」もお薦め

▲ヤギ・ヒツジ用の餌は、牛舎
入口にて100円で販売

餌やり、搾乳、バター作りを体験できるほか、売店では
ソフトクリームや低温殺菌牛乳などを販売しています。
4月22日・23日には、周辺の4施設が合同で行うイベ
ント「春のワクワクふれあいまつり」が開催
　　　　　　　　　　　されます。

築70年の古民家でお茶を楽し
むことができます。好みのお茶
と手作りお菓子、あられ茶漬け
が味わえるお茶膳（500円～）の
ほか、子ども向けの「お子茶ま
膳」（300円）などがあります。

全長１５０メートルのスーパー
スライダーや、３０点の木製遊
具があるアスレチックコース
など、大人から子どもまで楽
しめる施設が盛りだくさん。

渓流沿いを歩くと、四季折々の自然を
楽しむことができます。宮妻峡ヒュッテ
周辺では、渓流釣りや川遊び、キャン
プ、バーベキューなどを楽しめます。

２０種類以上の自転車を用意して
います。変わり種自転車もあり、子
どもが自転車に乗れなくても、家
族全員で楽しむことができます。

329-2237

金曜日（祝日の場合は営業し、
翌週の月曜日休業）

茶農家が営むカフェ
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鈴鹿山系の伏流水を使用

酒蔵見学～宮﨑本店～四日市けいりん
伊勢神宮などにおける新嘗祭で使用されるお
酒も造っている蔵元。清
酒・焼酎の試飲ができる酒
蔵見学（無料。要予約）は、
おおむね５人から３０人まで
で受け付けています。

ガイドの説明を聞きながら、第１コンビナート
から第３コンビナートまで回ります。海上から
の工場夜景を満喫することができます。

宝くじの普及宣伝事業で整備された霞ヶ浦緑地
内にある広場で、宝島をイメージしています。ク
ジラをかたどった遊具が特徴で、楽しく散策でき
る施設になっています。

ナイター競輪が特徴の競
輪場。平成30年2月9日～
12日には、全日本選抜競
輪（ＧⅠ）が県内で初めて開
催されます。レースが行わ
れない日でも、さまざまな
イベントなどを楽しむこと
ができます。

地上90mの高さにある１４階の展望展示室「うみてらす
１４」は３６０度の大パノラマを楽しめ、四日市港の歴史や役
割を紹介するコーナーもあります。１２階にある喫茶コー
ナー「Cafe port12」（月～金曜日の10:00～17:00に開
店）では、ゆったりと景色を楽しむこともできます。

12階からの
景色もお薦め
だよん♪

クジラの前で記念写真
を撮りましょう！

霞★ゆめくじら

四日市港ポートビル

四日市けいりん

酒蔵見学～宮﨑本店～

【四日市コンビナート夜景クルーズ専用デスク】

【展望展示室「うみてらす14」】

10：00～17：00（土・日
曜日、祝日は21：00まで）

366-7022

にいなめさい四日市けいりんの
マスコットキャラクター
「フォーリン」
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毎日違うシェフが腕を振る
うワンデイシェフの店「にじ
いろ堂」は、火～土曜日の
１１：３０～１４：００に開店▶

伝統的工芸品である四日市萬古焼を産
地ならではの品ぞろえで販売している
「うつわ亭」のほか、成形や絵付けを体
験できる陶芸教室があります。5月13
日・14日には、40軒近くの店が立ち並
ぶ四日市萬古まつりが開催されます。

全国で３路線しかない線路幅７６２ミリ
メートルのナローゲージが特徴の鉄
道。平成２８年には、写真右のデザイン
車両「なろうブルー」が鉄道友の会の
ローレル賞に選定されました。

四日市あすなろう鉄道八王子線
の西日野駅で降り、南側へ15分
ほど歩くと見えてくるのが、南部
丘陵公園。
季節ごとの花木を楽しめる北ゾー
ンと、小動物園がある南ゾーンに
分かれていて、四日市あすなろう
鉄道内部線の内部駅まで、自然散
策を楽しむことができます。

立礼席と呼ばれる椅
子席の茶席をメーン
とした茶室。本格的
なお茶を一服４００円
で気軽に楽しむこと
ができます。

じばさん三重名品館

四日市萬古焼の
マスコットキャラクター

「ポッターくん」

あすなろう
四日市駅では、

タオルやキーホルダー
などのグッズを
販売しています

りゅうれいせき

月曜日（祝日の場合は翌平日）

10：00～16：00
（入席は15：40まで）

旅客鉄道として日本一狭い線路幅
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１階エレベーター前には、特大蚊遣り豚［体
長1.8m、体高1.9m（本体は1.6m）］が飾ら
れています。訪れた際にはぜひ記念撮影を▶

１階のミュージアムショップでは、
開催中の特別展や投映番組に関
連するグッズなどを取り扱っています▶

　ファミリー編では市内の西南部を、友人編では臨海部を、一人旅編ではまちなかを中心にツアー経路を組
んでみました。四日市市内には、今回紹介しきれなかったお薦めスポットがまだまだたくさんあります。
　行ったことがないところへ行ったり、知らなかったものを調べたりすることで、今まで気付いていなかった四
日市のいいところをきっと発見できます。皆さんも、「自分が実際に市内を巡るなら」「市外から来た友人を
案内するなら」という視点で、自分ならではの「よっかいちツアー」を考えてみてはいかがでしょうか。

　今回の取材でいろいろなところを訪れて、「四日市っていいところだな」と改めて感じました。住んでいるとなかなか
気付きにくいものですが、四日市にはすてきな観光資源がたくさんあります。今月リニューアルしたホームページでも四
日市の魅力を発信しますので、ぜひチェックしてくださいね。（観光・シティプロモーション課 水谷、広報広聴課 老谷）

博物館・プラネタリウムに「四日市公害と環境未来館」を併
設する施設。四日市のまちの歩みを学んだり、投映できる
星の数が世界一に認定されたプラネタリウムを楽しんだり
することができます。

大矢知手延素麺や四日市萬古焼、伊勢茶、地酒な
ど、三重県北勢地域の地場産品がそろっています。
季節ごとのフェアを開催しているので、こちらも要
注目。

四日市を学べる複合施設

や

月曜日（祝日の場合は翌平日。その他、整備休館あり）月曜日（祝日の場合は翌平日。その他、整備休館あり）

355-2700（博物館・プラネタリウム）
354-8065（四日市公害と環境未来館）
355-2700（博物館・プラネタリウム）
354-8065（四日市公害と環境未来館） 353-8101

（祝日の場合は翌平日）
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